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会     議     録 

会議の名称 令和８年度第１回座間市国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 令和８年７月３０日（木） 午後３時から午後３時４５分まで 

開 催 場 所 座間市役所 ５Ｆ－２会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

○被保険者代表 

鈴木 健夫、村上 悦子、山村 優子、吉田 奈々子 

○保険医又は保険薬剤師代表 

中村 雄大、小林 直之、柏木 紀久 

○公益代表 

瀬戸  晃、馬場 佳陽、沖永 明久 

○被用者保険等保険者代表 

田邉 裕子 

事 務 局 
健康部長、保険年金課長、保険年金係長、国保給付係長、保険年金係主事 

その他：債権管理課長、債権管理第１係長、債権管理第２係長 

会議の内容 １ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 定足数の確認 

４ 報告 

令和７年度国民健康保険事業特別会計決算（案） 

・座間市の現況（世帯数、被保険者数及び所得階層別加入状況） 

・決算の概要 

・歳入（国民健康保険税） 

・歳出（保険給付費） 

・今後について 

５ 閉会 
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（概要） 会 長：事務局からの説明について、意見、質問があるか。 

委 員：未申告の方に関して課題があると説明があった。未申告の方にはど

のように賦課されているのか。 

事務局：令和８年度の場合は、均等割額のみ課税している。 

委 員：所得に応じた適正な賦課額の設定が課題との説明であったが、対応

は考えているか。 

事務局：今後の課題と考えている。 

部 長：前年所得がなく、従前に申告をしたことで、そのままの状態が継続

していると思っている方が未申告となるパターンが多い。あえて申

告をしない方には税務上の調査が行われる。本来ならば申告した結

果、所得がない方は軽減を受けられる可能性があるが、軽減を受け

られていない状態であることの方が大きな問題だと捉えている。 

会 長：その他、いかがか。 

委 員：令和５年度から債権管理課と一緒に収納率向上に取り組んでいると

思うが、滞納されている方にアプローチしている中では、支払能力

がなく滞納している方が多いかと思う。座間市のつなげる支援やい

ろいろな福祉の施策につないで、滞納せずに支払えるようになった

ケースはあるか。 

事務局：基本的に、納付の相談を受けた時は、相談者の状況に応じて預貯金

調査等の滞納整理を行う。支払能力がないだけでなく生活が苦しい

方には、生活支援課等につないでいるが、相談者の最終的な結果は

戻ってくることはあまりない。 

委 員：つないだ先は、それぞれ福祉の所管課でということか。 

事務局：はい。 

会 長：他に質疑がなければ、本日の会議を終了する。 

 


